
14.郡山盆地 
2.東北地方 

 
 

地形・地質 

郡山盆地は阿武隈山地を東縁，奥羽山脈を西縁としています。北半部は郡山層（盆

地埋積性堆積物）および大槻層(扇状地性堆積物)などが分布しています。南半部（白

河盆地）には更新世初期に噴出した白河石英安山岩質凝灰岩が広く発達し，大槻層が

その浸食面を覆って矢吹原などの台地を形成しています。 

盆地堆積物の層序表 

 



地下水 

郡山盆地の北部では，大槻層の上部層(砂礫層)は帯水層として有能で，西方の丘陵

の狭まったところでは湧泉帯となっています。郡山盆地の南部（白河盆地）では，段

丘砂礫層に作井あるいは集水渠を設けて取水しています。 

 

郡山盆地の地質概念図 

 

郡山盆地の模式断面図 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

  https://jagh.jp/activities/groundwater_database/（日本地下水学会） 

 

https://jagh.jp/activities/groundwater_database/

